




































１．施設の利用状況に関する事項

①施設の利用状況

５年５月２５日にオープンした。

新潟市こども創造センター 平成２５年度 管理運営業務報告書

新潟市こども創造センター
館長　浅井　俊一

 新潟市こども創造センターは、「子どもに創作活動及び体験活動の機会及び場を提供するこ

とにより、子どもの自ら生きる力を伸ばし、及び共に生きる力を育むこと」を目的に、平成２５

　豊かな自然環境や複合的な施設の中にあること、魅力ある建物・施設が話題性を読んだこと

・ボランティアとの協働が進み利用者も取り込みながら実現しつつあり、子育て支援に関して

も父子対象の実践講座やベビーマッサージ教室の実施により徐々に進めることができた。

れたが、夏休み以降は帰省中の利用者を含めものづくりひろばの利用も拡大しつつある。

一方、条例に定める「こどもに創作活動及び体験活動の機会と場を提供すること」を十分に楽

しんでいただくには、平日は一日約７００人、休日は約２，０００人が上限数であることが明

らかとなり、平成２５年度はその数値を超える日が多くあったもののイベント企画やＤＶＤ

上映、いくとぴあ食花の他施設との連携により問題なく運営を進めることができた。

また、市民参画型の運営や新しいコミュニティを創造することは、大学・専門学校・各種団体

自主選択できる活動がありフラットな人間関係や親子の会話を持てることなどが相まって、年

度末までに年間数値目標２０万人を遥かに超える２７４，９６６人の来館者があった。

また、団体利用は１０月の７７校園・団体をピークに約３８０校園・団体の利用があり、保護

者とともに来館した子どもたちから「園（学校）で来て楽しかったから」の声を多く聞くこと

ができた。

　オープン当初から夏休み前までは、乳幼児を連れた方々のあそびのひろばの利用が多く見ら

平成２６年度は開館日の増加やいくとぴあ食花全体のグランドオープンがあり、また、開館時

間の延長も検討しており、活動内容のより一層の充実とともに保守・安全システムの継続が急

務となっている。

（入館者数推移）
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4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

合計

1）総括

をいただくマスコミ関係者などを対象に順次視察会を実施。

以降は県内外からの行政視察や大学・専門学校も増加して来た。

－

③視察等の受入れ状況

 ４月は新しい施設の開館事前視察で農林水産大臣や副大臣をはじめ、新潟市長や副市長等市

関連の視察が行われた。

５月に入り小中学校長会・幼稚園園長会などに、こども創造センターの施設概要の説明を実施

し、積極的な利用を依頼した結果を受けて校園の視察も増加した。加えて、今後広報等で協力

255,265 19,701 274,966 0 0 0

－

22,052 504 22,556 0 －

13,653 352 14,005 0

－

15,179 359 15,538 0 －

14,306 404 14,710 0

－

18,661 562 19,223 0 －

26,949 1,350 28,299 0

－

26,685 1,381 28,066 0 －

44,027 944 44,971 0

－

32,599 867 33,466 0 －

39,632 1,692 41,324 0

－

1,522 11,286 12,808 0 －

合計

0 0

②入館者数

月
平成25年 平成24年 前年対比

（合計）駐車場側 交流センター側 合計 駐車場側 交流センター側

2）月別推移

合計 98 1,623

2月 3 48 五泉市役所こども課

3月 0 0

12月 2 16 先進自治研究会

1月 3 30 ＩＮＥＸ推進協議会

10月 8 243 新潟こども医療専門学校

11月 6 131 政令指定都市会計管理者

8月 7 144 全国市議会議長会指定都市協議会他

9月 6 33 東区校長会

6月 15 151 区役所関連、北区校長会

7月 13 235 新潟市小研図画工作部、商工会議所

4月 14 188 新潟市関係他

5月 21 404 新潟市議会議員、マスコミ関係他

月 件数 人数 備　　　考
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1）総括

や地域とも連携を取りながら、今後も展開して行きたい。

2）月別推移

センター運営事業

10月 46 1,903 ダイナミック絵の具

11月 47 1,625 〃

8月 48 2,842 オーブン粘土

9月 44 1,740 火焔型土器

6月 38 2,311 魔法の指示書、ダンボールハウス

7月 47 2,515 陶芸

4月

5月 7 728 魔法の指示書

そびや身体トレーニングの充実により、人との関わり方・コミニュケーション力等社会性を育

むことも支援の一環として実施している。また、材料や用具による事故防止への安全対策、後

片付けや整理・整頓にも十分配慮している。

個人向けプログラムの他に団体プログラムも企画し、校園を中心とした学校・大学・教育関連連携事業

項目 期　　間 件数 人　数 備　　　　考

ます。創作活動や体験活動を通して創造性や主体性が高められ、こどもの豊かな心を育てるよ

うに取り組んでおり自己選択・判断できるように活動の目的や制作過程を指示書や資料・写真

の掲示で分かりやすく提示している。

部門別では、ものづくり部門の活動として、造形活動を通して創造することの喜びや楽しさを

味わってもらうために、「魔法の指示書」を中心に確立し充実を図っている。

　一方、あそびのひろば部門では施設の環境を活かした自身の選択やスタッフがリードするあ

④創作体験活動

　センターは、こどもたちの興味・関心と主体性を引き出すことを主眼として活動を進めてい

クリスマスツリー

306 お魚陶板アート

4 61 陶芸教室

6月 4 74 親子陶芸

3月 14 224 〃

合計 131 2,711

1月 14 210 陶芸でコーヒ―カップ作り

2月 12 160 ベビーマッサージ

11月 24 765 みずつちプロジェクト

12月 18 415

合計 419 18,983

こども関連団体・
個人等との連携事

業

4月

5月

2月 32 1,178 ダイナミック絵の具

3月 42 2,088 〃

9月 15 248 こま作り

10月 13 146 パステルアート

7月 5 102 　　〃

8月 8

12月 40 1,225 ペーパーリース

1月 28 828 魔法の指示書
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⑤団体利用について

1）総括

　また、その他の団体利用については、子育て支援サークルや区役所等が主体であり利用頻度

を高めるための広報活動を展開したい。

　年度当初はチラシ・パンフレット等を保育園・幼稚園、新潟市内全小中学校、特別支援学校

へ配布を行い、その後に園長会・校長会にも出席をして積極的に周知を図った。

遠足・園外活動や行事の一環とした利用が多く見受けられ、夏休み期間には町内会や公民館の

小学生を中心としたこども会の利用も多かった。

特に１０月は７５先３，９２８人の利用があり、一般利用者とも活動に支障を来たさないよう

調整に多忙を極めた。

合計 6 441

総　合　計 556 22,135

0

12月 0 0

1月 0 0

10月 0 0

11月 0 0

8月 2 300 県美術教育研究会

9月 1 33 市小研図画工作部

1 42 附属中学校

7月 2 66 職業体験

教育機関との連携
事業

4月

5月 0 0

6月

2月 0 0

3月 0

2）月別推移

合計 364 16,379

〃

10月 75 3,928 〃

11月 44 1,806 〃

8月 43 1,636 児童クラブ、子供会

9月 43 2,170 校園、特別支援学校

32 1,636 校園、特別支援学校

7月 52 1,851 校園、ひまわりクラブ

団体利用 4月

5月 4 211 保育園、幼稚園

6月

2月 18 969 校園、特別支援学校

3月 34 1,404

12月 10 429 保育園、幼稚園

1月 9 339 〃

を高めるための広報活動を展開したい。

項目 期　　間 件数 人　数 備　　　　考
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⑥交流イベントについて

1）総括

2）月別推移

0

11月 1

イベント 4月

5月 1 9,477 オープニングイベント

8月 0 0

反面、人気のＷＳは開催時間が被ってしまい参加できないとの声があり、後日検討をしたもの

の対応が難しく課題を残した。

項目 期　　間 件数 人　数 備　　　　考

総合計 378 16,768

　２５年度はオープニングイベントを含め７回のイベントを開催した。三施設合同開催として

実施し、特色を活かして季節感あふれるＷＳにより、多くの来場者があり好評であった。

3月 6 130 中央区役所交通安全教室

合計 14 389

その他団体利用

1月 1 98 長岡こども医療専門学校

2月 0

6月 2 30 子育て支援サークル

4月

5月

46 スペースくろさき

12月 1 12 中学校教育研究会

9月 0 0

10月 2 58 保育ボランティア講習会

7月 1 15 子育て家族応援スペース

0 0

⑦コラボ事業について

1）総括

1 8,982 春花・舞花

秋の収穫祭

11月

8月 1 6,416 夏休みこどもまつり

9月 1 2,979 動物ふれあいフェスタ

絵で描いたもの。その他は動物の皮を使って小銭入れを作成する体験講座であるが、材料費が

髙くて若干人気薄であった。今後は内容の検討を深めて行きたいと考える。

合計 7 37,073

　主に動物ふれあいセンターとの共同事業であり、七夕飾りをこども創造センターで作り、動

物ふれあいセンターで飾り付けたものやきれいな熱帯の水生生物の生態を学び、その美しさを

2月 0 0

3月

0 0

7月 0 0

5月 1 9,477 オープニングイベント

6月

12月 1 3,708 クリスマスフェスタ

1月 1 1,707 にいがた体感フェスタ

10月 1 3,804
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2）月別推移

⑧展示等について

1）総括

2）月別推移

展示 4月

1 どうぶつ七夕飾りをつくろう

8月

　こども達の作品を中心に展示しており、特に光と音のホールでのブラックライトを使用した

ダイナミック絵の具や作家を講師としたＷＳ作品のお魚陶板アート、うつろうＮＩＩＧＡＴＡ

は大変喜ばれた。また、新潟教育アート展の活動部門を紹介する場を提供し、こども達のすばら

しいかかわりや豊かな感性と創造力が発揮された作品の展示も好評であった。

項目 期　　間 件数 日数 主な内容

3月 3 キャンドル作り、動物のコインケース作り

合計 12

1月 1 　　　　　〃

2月 1 　　　　　〃

コラボ事業 4月

5月 0

6月 0

11月 0

12月 1 動物のコインケース作り

9月 2 動物のコインケース作り、盲導犬体験

10月 1 動物のコインケース作り

7月

2 動物のコインケース作り、熱帯の水生生物を作ろう

項目 期　　間 件数 備　　　　考

大きなおにぎりを作ろう、お魚陶板アート

8月 2 14 海底二万里の世界、教育アート展

9月 2 30 ブラックライトの世界、お魚陶板アート

合計 24 0

2月 2 24 陶板アート、雛壇

3月 3 20 陶板アート、雛壇、教育アート展

1 30 ブラックライト

7月 1 31 　　〃

展示 4月

5月 2 30 シンボリツリ―、ブラックライトの世界

6月

12月 3 31 うつろうＮＩＩＧＡＴＡ、陶板アート

1月 2 31 　　　　　　　〃

10月 2 31 ブラックライトの世界、お魚陶板アート

11月 4 31
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⑨ホームページについて

1）総括

2）月別推移

①会議等

1）総括

8月 12 9,764

9月 12 5,457

合計 156 60,484

２．施設の管理状況に関する事項

　今年度は全体会議開催が１回のみであったが、次年度からは前期・後期に各１回ずつ開催し

2月 16 4,926

3月 32 7,004

10 4,714

7月 6 7,837

ホームページ 4月

5月 2 87

6月

12月 22 4,951

1月 19 5,890

10月 13 4,851

11月 12 5,003

運営に関する内容についてはご案内項目を追加したり、団体プランはプログラムを詳細に明示

して利便性を高めるべく常に更新している。また、スマートフォン用サイトも作成した。

項目 期　　間 更新回数 アクセス数 備　　　　考

　情報の発信に際しては、タイムリーでより多くの情報量を見やすく、分かりやすく提供でき

るように心掛けている。

2）月別推移

3月 1 　　〃

合計 17

1月 2 　　〃

2月 2 　　〃

会議 4月 例　リーダー会議、〇〇会議

5月 3 リーダー・サブリーダー会議

6月 0

11月 2 　　〃

12月 2 　　〃

9月 1 全体会議

10月 2 リーダー会議

7月 1 リーダー会議

8月 1 　　〃

て意志統一を図る。運営体制を強化するためにリーダー会議を２回開催し、センターの決定機

関として重要課題を中心に討議している。また、係別の打合せも実施してイベント企画やＷＳ

を含めた報告書を作成して周知徹底を図っている。

項目 期　　間 実施回数 主な内容
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②職員研修等

1）総括

2）月別推移

③施設維持管理の内容

1）総括

3 チラシ＆販促セミナー、出張ＷＳ，市民フォーラム

11月 2 受付研修、救命講習

12月 1 消防訓練

9月 1 救命講習（普通救命Ⅰ）

10月 4 家庭教育支援者ステップアップ研修、受付研修

7月 0

8月 3 コンプライアンス研修、消防訓練、不審者対応訓練

会議 4月 2 接遇・マナー研修、コンプライアンス研修

5月 2 事務研修、ボランティア研修

6月 0

3月 0

合計 20

1月 2 こどもと遊ぶコツを学ぶ講座、附属中研究発表会

2月

　こどもを対象にした施設であることから、安全管理のために各種マニュアルの作成に基づく

訓練や講習を実施して災害時や異常時に対応している。

　また、センター利用者が快適な利用が出来るよう、外部研修にも積極的に参加し運営能力を

培うとともに館内研修の実施によりスタッフ全員のスキルアップを図りつつある。

項目 期　　間 実施回数 主な内容

1）総括

*別紙　「平成25年度こども創造センター施設維持管理実施一覧表」参照。

④守秘義務、個人情報保護、情報公開

1）総括

 仕様書に定める点検基準は確実に実行し、さらに空調設備のフィルター清掃を追加実施して

環境衛生の向上に努めた。

さらには、日常の巡回・点検により不具合などの早期発見に努めた。

　センターを運営するにあたり頂戴する各種情報については、センターを運営する職員及び
関係者以外への提供を行わないよう徹底した。また、お預かりした個人情報についても、施
設外へ持ち出さないことはもちろんのこと、紛失等の事故が起きないよう徹底管理してい
る。上記については、職員研修時にもコンプライアンス研修に含め、職員への徹底を図って
いる。尚、情報公開については、本年度は案件が0であった。

３．利用料の収入に関する事項

　　・該当なし

8



1）総括

1）総括

1）総括

2）ボランティア活動実績

登録者数：　　　名

ボランティア活動

導入が喫緊の課題であった。６月に９人、７月に６人と徐々に登録が増えてピーク時３２人と

なったものの、就職や諸事情により３月末では２１人の登録をいただいている。

活動内容の充実や自主運営を目指し、説明会や研修も逐次実施している。

項目 期　　間 活動人数（述べ） 主な活動内容

４．指定管理者料の執行状況に関する事項

　予想を大きく上回る入館者数ではあったが、創作体験での実費徴収や、創作体験の内容を
安価な材料でも実施できる工夫をし、さらには廃材を利用する創作体験を実施することで材
料費の負担を減らすなどなど経費をコントロールしつつ、適正な執行に努めた。結果として
は若干のマイナス収支となったが、年間来場者数の目標が20万人のところ、本年度の来場者
数が27万5千人であったことを鑑みると適切な予算執行ができたものと考える。

５．センター事業

　本年度については、来場者に対するセンターのスムーズな運営に注力したため、目立った
センター事業活動は実施できなかった。しかしながらセンターの趣旨に合致するこどもに関
する活動をしている個人や団体等へはセンターを積極的に利用して頂いた。また、こどもの
健全な育成に資する施設やイベント等のパンフレット、チラシ等も積極的に設置すること
で、センター事業に一端を担えたものと考える。

６．ボランティア

　６月～８月には４万人弱の来館者数がありスタッフだけでは対応しきれず、ボランティアの

3月 6 　　　〃　　　、　　　　〃　　　　　、　　〃

合計 74

1月 12 　　　〃　　　、　　　　〃　　　　　、クライミング

2月 5 　　　〃　　　、　　　　〃　　　　　、　　〃

ボランティア活動
実績

4月 例　2～4階見守り、1階造形活動補助

5月

6月

11月 13 ２～４階見守り、１階ものづくりひろば

12月 11 　　　〃　　　、　　　　〃

9月 7 　　　〃

10月 11 　　　〃

7月

8月 9 ２～４階見守り
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1）総括

８．その他

①クレーム及び利用者アンケート

1）総括

2）クレーム月別推移

4 点字使用ブロックについて、大人のみの入館制限

6月

示している。

項目 期　　間 発生件数 主な内容

クレーム 4月 例　受付不備、〇〇

5月

７．自主事業

　平成25年度の自主事業では、こども創造センターはもちろんのこと「いくとぴあ食花」に
来場された記念として、動物ふれあいセンターの誘客の中心である「アルパカ」、「カピバ
ラ」に関するグッズを中心として物販事業を実施した。売上額については、さほど大きくは
ないものの、来場されたお客様はこども達の楽しかった思い出の記念に、またお越しになれ
なかったお子様へのお土産として購入されており、お客様の利便性の向上につながったもの
と考える。また、物販についてはオープン時はペットボトル類の販売を行いお客様への利便
性向上に努めた。その他、各種体験についても他施設との差別化を図りこども創造センター
の独自色を出すべく特殊材料、資材を使用した創作体験を実施したのであるが、その際の材
料費等の実費徴収として体験料を頂戴した。尚、報告書記載の通り自主事業の収益金はセン
ターの運営経費として拠出している。

・別紙「新潟市こども創造センター　平成25年度自主事業報告書」参照。

　大人の方のみの入館を制限していることへのクレームが多く、こども未来課の見解を統一し

て対応してきたが、その後見学に限り施設見学申込書を記入いただき入館を可能とした。

その他アンケート結果や要望等については仕様書に基づき、回答を含めた集約結果を館内に掲

3）アンケート集計結果

・別紙「新潟市こども創造センター　平成25年度アンケート集計結果」参照。

２階の利用制限、イベント受講の拒否、職員対応

9月 0

合計 16

2月 0

3月 0

6月 2 大人のみの入館制限、月曜日休館

7月 3 大人のみの入館制限、すべり台のマナー

12月 1 陶芸作品の管理不十分

1月 1 イベント・ＷＳ申込み方法について

10月 2 入館証の必要性、コース変更の煩わしさ

11月 0

8月 3
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②けが・事故等

1）総括

2）月別推移

③物損・施設破損等

1）総括

物損・破損の原因はその多くが初期不良によるもので、施工業者が速やかに補修を行った。

2月 1 すべり台で擦過傷

3月 3 転倒、グル―ガンで火傷、嘔吐

12月 2 すべり台で頭部打撲、爪割れ

1月 1 鼻血

8月 9 とげ４件、転倒出血３件、衝突で鼻血

9月 4 旗ポールの転倒で打撲、すべり台での擦過傷

10 とげ、すべり台での擦過傷、衝突で歯科トラブル

6月 12 とげ６件、すべり台での擦過傷

7月 4 転倒で口を切る、すべり台で衝突、毛虫に刺された

合計 52

な対応を心掛けている。

項目 期　　間 発生件数 主な内容

けが・事故 4月 例　　とげ、〇〇

5月

　開館当初は４階足湯周辺のデッキを素足で利用したために、とげが刺さったケースが複数発

生した。その他すべり台での擦過傷、走っての衝突等があるも比較的軽微であり親御さんから

治療をお願いしているが、専門医をご希望の先には、近隣の病院等をご案内し連絡を取り迅速

10月 3 とげ、階段転倒で歯茎から出血、爪が剥離

11月 3 とげ、指が切れ出血（原因不明）、鋸で指先を切る

2）月別推移

合計 14

2月 1 ①受水槽への給水管凍結、断水

3月 0

7月 0

項目 期　　間 発生件数 主な内容

物損・施設破壊等

4月 6

①3F、4Fの手すり歪曲　②1Fﾄｲﾚ温水器漏
水　③ACP室外機信号回路不具合　④警備
用ｾﾝｻｰ不具合　⑤芝生の剥がれ　⑥2Fﾄｲﾚ
入口壁と3Fｷｬｯﾄｳｫｰｸにｸﾗｯｸ

5月 2

12月 0

1月 0

10月 0

11月 1 ①ｼﾝﾎﾞﾙﾂﾘｰの音響機器故障

8月 3
①3Fあそびの広場内階段手すり不具合　②
3F外壁にｸﾗｯｸ　③ｼﾝﾎﾞﾙﾂﾘｰの外板剥がれ

9月 0

物損・破損の原因はその多くが初期不良によるもので、施工業者が速やかに補修を行った。

また、これらの物損・破壊によるけがや事故などに発展したケースはない。

①2Fﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ不具合　②1Fﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ床の不具
合

6月 1 ①4F畳ｽﾍﾟｰｽｶﾞﾗｽ破損
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25

25 5 25

25 5 25 26 3 31

H25.5.25 26

( ) 420
( ) 420
( ) 420

 3D  420
 930

 930
( ) 1,050
( ) 1,050
( ) 1,050

BC( ) 420
BC( ) 420
BC( ) 420

S  900
S  900
L  2,100
L  2,100
L  2,100

 100
 200

S 3  100



M 2  100
L 2  100

 150
 150
 150

 150
 250

 250
 500

 1,200

500  150
500  150

500  150
500  150

 150
500  150
500  150

555  110
555  140
555  140



756,800
146,390 

670 
902,520  
601,825
118,431  
49,359 

H25.5.25
H26.3.31

100 
769,715
132,805  

25
26



月 物販 その他 雑収入 合計 備考

4月 0 0 0 0

5月 213,040 0 0 213,040

6月 123,640 0 -1,800 121,840

7月 77,700 0 -360 77,340

8月 139,480 0 1,050 140,530

9月 63,900 0 450 64,350

10月 99,860 0 0 99,860

11月 22,020 0 0 22,020

12月 21,410 0 0 21,410

1月 29,080 0 -10 29,070

2月 14,130 0 0 14,130

3月 98,930 0 0 98,930

総合計 903,190 0 -670 902,520

こども創造センター 自主事業売上集計表　Ｈ25年度集計
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